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育からの積み重ねが必要であると指摘されています。
高等教育機関としてグローバル人材育成の課題に向
き合うとともに、グローバル人材の能力や資質の育
成に資する教育を構想・開発する研究を通じて初等・

中等教育を支援することも、大学の重要な役割と言
えるでしょう。
　このような想いを胸に、3 年目のHANDSに取り
組んでいきたいと考えています。

　『教員必携　続・外国につながる子どもの教育』
を刊行するに当たり、完成の喜びを感じると同時
に、外国人児童生徒教育分野の抱える課題の多さ
をあらためて感じています。
　公立学校に在籍する日本語指導が必要な児童生
徒数は、全国で 28000人を超えると言われていま
す（文部科学省、平成 22 年 9月調査）。しかし、
子どもの日本語能力を判定する基準が定められて
いないことや、生活言語としての日本語が習得でき
ても学習言語の習得が不十分なため、「次の段階
の日本語指導」が必要な子どもの存在を考えると、
実態はこの数字を上回ることが想像できます。
  この原稿を書き始めた連休明け、「日本語指導、
正規授業化検討へ」という報道がありました。「現
在、自治体や学校が独自に対応している指導内容
や回数にばらつきがあるため、文部科学省では日
本語指導を将来的に公立の学校で正式な授業とし
て行う方向で検討を進める」という内容のもので、
学校現場で外国につながる子どもの教育に関わる
人たちに、歓迎と不安の入り交じる気持ちで受け入
れられています。
　実現のためには、先に述べた日本語能力を判定
する基準の策定や運用方法、日本語指導者の確保
や日本語能力の到達目標、多言語化する保護者に
対する理解の確保など、多くの課題について十分な
議論が必要となるでしょう。
　昨年刊行した『教員必携　外国につながる子ど
もの教育　～ Q&A・翻訳資料～』は、外国人児
童生徒教育の経験が少ない教員のための基礎的な
手引き書という目的で作成されました。本書の第 1

部では「外国につながる子どもの教育の原点とは何
か」と課題を設定し、外国につながる子どもに関わ
る教員の皆さんに元気と意欲を届けるため、直球
のメッセージを考えました。これは、既出文献やイ
ンターネットを通して様々な情報が入手できる現在、
HANDSプロジェクトとして出来ることは何かを検
証した結果でもあります。
　近年の、外国につながる子ども一人一人の抱える
課題の多様化や、急速に進んでいる多言語化に加
え、今回の「日本語指導　正式授業化検討へ」の
動きにより、現場教員の皆さんへの要求は今後ま
すます拡大していくでしょう。次に伝えなければな
らないことは何なのか、私たちHANDSプロジェ
クトにとって、その役割を担うための重要な地点に
立っていることを認識せずにはいられません。　
　本書第 2部には、外国人生徒進路調査の報告と、
ペルーに帰国した子どもたちの教育実態調査の報
告を掲載しました。外国人生徒の中学卒業後の進
路に関する全県的な調査は例も少なく、小中学校
で支援する教員の皆さんに役立つ情報だと思って
います。また、経済の動向や保護者の事情により
国を移動する子どもたちの実情を知ることは、グ
ローバルな視点での教育を考える材料としても、是
非読んで頂きたい内容です。
　末筆ではございますが、ここに刊行に当たり、
外国人児童生徒支援会議やアンケートを通して貴
重な意見を提供していただいた栃木県内外国人児
童生徒教育拠点校の担当教員の皆さんをはじめ、
各教育委員会や各拠点校学校長の皆さんに、あら
ためてお礼を申し上げます。

次なる課題は‥

『教員必携 続・外国につながる子どもの教育』刊行に寄せて
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